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目かくしフェンス S=1:30

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

づく風圧力に依る。

候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融
外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基

備考
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設計条件

走路
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ハロン棒移設（参考） S=1:30

門扉（ジャバラ式）（参考） S=1:30
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ボルトは図示の通りまくら側でナット締めして下さい
ボルトは笠木、支柱とも共通です
ワッシャは支柱とまくらの取付に大きいサイズの物を使用して下さい

注意事項
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20002000

φ50.8×2.3
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（水抜穴付）

完全式菱形金網
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1
9
5
0

2
0
0
0

2
5

4
5
0 3
0
0

フェンス（Ｈ２０００） S=1:20

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

φ２．６×４０ｍｍ、φ２．６×５６ｍｍ
φ３．２×５０ｍｍ、φ３．２×５６ｍｍ

本柵の金網規格は下記の通りとする。

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

２．

備考
１．

設計条件

φ4.0

1
9
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5

3
5
0

φ60.5×3.2

6
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W1000

φ38.1×1.6

φ50.8×1.6

完全式菱形金網

片開き門扉
Ｈ２０００×Ｗ１０００ S=1:20

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

方向の変更が必要である。

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する
場合には、両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
本図門扉は片側１８０゜開きとする。

１．
２．

注意

設計条件

備考

風圧力に依る。

GL+0m

蝶番

φ38.1×1.6

戸当り付両面回転施錠

38
.1

胴縁に金網取付断面図
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木 柵

側面図 断面図
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構造図（ 3）

図 示
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注1：L型擁壁、歩車道境界ブロックの配置は、施工前に現地測量を行い監督員と協議のうえ決定すること。

(留意事項)

・馬道高と地盤高(既設側溝高)の高低差が10cm以下の区間は土留めとしてフェンス基礎間に歩車道境界ブロックを設置すること。

注2：既設側溝に水抜き孔を10mに1箇所程度、監督員と協議のうえ設置すること。
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